
:田長身
・

=・
.=. 3...目■ . コ ロ ,   ロロ   ●

・
=・

目・
=・

. コ
= 

‐
=・

‐口 ==口・
=由

 ● ● ●   ● ホームページに子どもたちの様子を公開しています

地域と共に育てる

.            校長 川村 和人

秋空がさわやかに感 じる頃 とな りました。 10月 は近隣の保育園 。幼稚園の運動会や地域の
ハロウィーン祭 り、長房 ファームな ど、地域の皆様 に子 どもたちが大満足 となる貴重な体験 を
させてをいただ きま した。そ して、子 どもたちに笑顔 を生み出 していただけたのは、やは り
「地域の子 どもたちを地域で育てよ う」 とい う思いか らだ と強 く感 じま した。だよ り感謝 申 し
上げます。

さて、 2022年 プロ野球 を締め くくる日本シ リーズも、手に汗握 る好ゲームが繰 り広げ ら
れ、劇的な展開で終 了 しました。昨年 と連続 して、ヤクル トスワローズ とオ リックス・バファ
ローズが対戦 し、オ リックスが雪辱 を果た し、 26年 ぶ りに優勝 しました。

私は、 この時期 になると、現在の野球界のデータと勝利への確率・効率 に基づいた戦略的基
盤 を作 った レジェン ドを思い出 します。南海ホークス (現 ソフ トバ ンク)。 ロッテ・西武・ヤ
クル ト・阪神・楽天 と、 III手 ・監督であった野村克也さんです。故人 とな られて しまいま した
が、小中学生時代野球少年だった私 に とって、野村 さんは、王さん 。長嶋 さん と並んであ こが
れの野球 il■ 手で した。

古い話で 「月見草 (つ きみそ う)」 のI12話 やばや き、 多くの著書等において、野村 さんのプ
ロ野球での功績以外にも様 々な ことを知 ることがで きます。その中で私 は、次のよ うな言葉に
感銘 を受けています。

【長い監督生活で実践 してきて常に′じに とどめていた ことは、 「財 を残すは下、仕事 を残すは
中、人 を残す を上 とす。」 とい うこと。私 の野球人生を振 り返 ってみ る と「人 を残すのが一

番」だった。少 しは野球界 に貢献で きたかな と思 う。】 とい う言葉です。

「人 を残す」 とは学校 。家庭・地域 に限 らず、あ らゆる組織集団の中で課題 だ と言えるので
はないで しょうか。

学校 における「人 を残す」 は、子 どもたちを育てることもあ りますが、 同時 に「教 員の育
成」が重要 となっています。そのために必要なのは、教職員一人一人の仕事に対す る自覚です。
教員は何 よ りも授業が命です。授業力 と児童理解の向上に努めねばな りません。その目安 をい
ただ くのが保護者 。地域の皆様か らの声だ と思います。今年度 も、学校 アンケー トによる評価
をいただき、あ りが とうございます。今後 もアンケー トを継続 しますが、 その際にはご協力を
お願 いいた します。

全教職 員は日々の実践 と様 々な研修 によって自覚 と指 il■ 力 を高めよ うと努めています。そ し
て、本校では授業に しろ行事に しろ、先生方 と主事さん方がそれぞれの立場で助言や協力をし
合いなが ら、役割 を自覚 し果たす ことで教育活動 を行 ってきました。アンケー トや ご連絡な ど、
様 々な声 を改善の糧 とす るとともに、保護者・地域の皆様 との一層の連携 と関わ りを深めてい
きたい と考 えています。さ らには、学校 。家庭・地域のそれぞれの中で 「人 を残すかかわ り合
い」 を大切に していくことが必要だ と思います。今後 もどうぞよろしくお願いいた します。

★今和4年度青少年健全育成キャンペーン人選作品★

【優秀賞】

「おもいやり あかるいみらいを きりひらく」5年

「あいさつは 人の心を うごかすよ」6年

「助けよう 勇気は人を すくうかぎ」 6年

【佳作】

「てんびんに かたむきのない じんけんを」 5年

「あいさつは 戯に力を わけている」 5年

「だいじょうぶ 君の居場所は ちやんとある」6年

今年度も残念ながら、三校交流会は中止となりま

した。しかし、次年度以降は、青少対が主催となり、

三校からの実行委員が主体となる実行委員会が

企画・運営。実施する形で継続することとなりまし

た。また、八王子市の方針による長房地区の小中

学校 (長房小・船口小。長房中)の義務教育学校

開校が近い将来にあることを踏まえ、三校の教職

員の小中一貫教育、PTA・ 父母と先生の会等の組

織づくり、学校運営協議会を中心とする地域との連

携、等を進めてまいります。今後もご理解とご協力

をお願いいたします。
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地域と共に育てる

.            校長 川村 和人

秋空がさわやかに感 じる頃 とな りました。 10月 は近隣の保育園・幼稚園の運動会や地域の
ハロウィーン祭 り、長房 ファームな ど、地域の皆様 に子 どもたちが大満足 となる貴重な体験 を

させて をいただ きま した。そ して、子 どもたちに笑顔 を生み出 していただけたのは、やは り
「地域の子 どもたちを地域で育てよ う」 とい う思いか らだ と強 く感 じま した。だよ り感謝 申 し
上げます。

さて、 2022年 プロ野球 を締め くくる日本シ リーズも、手に汗握 る好ゲームが繰 り広げ ら
れ、劇的な展開で終 了 しま した。昨年 と連続 して、ヤクル トスワローズ とオ リックス・バ フア
ローズが対戦 し、オ リックスが雪辱 を果た し、 26年、3ミ リに優勝 しました。

私は、 この時期 になると、現在の野球界のデータと勝利への確率・効率に基づいた戦略的基
盤 を作 った レジェン ドを思い出 します。南海ホー クス (現 ソフ トバ ンク)。 ロッテ 。西武・ヤ
クル ト・阪神 。楽天 と、選手・監督であった野村克也さんです。故人 とな られて しまいま した
が、小中学生時代野球少年だった私 に とって、野村 さんは、王さん 。長嶋 さん と並んであ こが
れの野球選手で した。

古い話で 「月見草 (つ きみそ う)」 のi12話 やばや き、 多くの著書等において、野村 さんのプ
ロ野球での功績以外にも様 々な ことを矢口ることがで きます。その中で私 は、次のよ うな言葉に

感銘 を受けています。

【長い監督生活で実践 して きて常に′ごに とどめていたことは、「財 を残すは下、仕事 を残すは

中、人 を残す を上 とす。」 とい うこと。私の野球人生 を振 り返 ってみ る と「人 を残すのが一

番」だった。少 しは野球界 に貢献で きたかな と思 う。】 とい う言葉です。

「人 を残す」 とは学校・家庭・地域に限 らず、あ らゆる組織集団の中で課題 だ と言えるので
はないで しょうか。

学校 における「人 を残す」 は、子 どもたちを育てることもあ りますが、 同時 に「教員の育
成」が重要 となっています。そのために必要なのは、教職員一人一人の仕事に対す る自覚です。
教員は何 よ りも授業が命です。授業力 と児童理解の向上に努めねばな りません。その目安 をい
ただ くのが保護者・地域の皆様か らの声だ と思います。今年度 も、学校 アンケー トによる評価
をいただき、あ りが とうございます。今後 もアンケー トを継続 しますが、その際にはご協力を
お願いいた します。

全教職 員は日々の実践 と様 々な研修 によって自覚 と指導力を高めよ うと努めています。そ し
て、本校では授業に しろ行事に しろ、先生方 と主事さん方がそれぞれの立場で助言や協力をし
合いなが ら、役割 を自覚 し果たす ことで教育活動 を行 ってきま した。 アンケー トや ご連絡な ど、
様 々な声 を改善の糧 とす るとともに、保護者・地域の皆様 との一層の連携 と関わ りを深めてい
きたい と考 えています。さ らには、学校・家庭 。地域のそれぞれの中で 「人を残すかかわ り合
い」 を大切に してい くことが必要だ と思います。今後 もどうぞよろしくお願いいた します。

★今和4年度青少年健全育成キャンペーン人選作品★

【優秀賞】

「おもいやり あかるいみらいを きりひらく」5年

「あいさつは 人のミを うごかすよ」6年

「助けよう 勇気は人を すくうかぎ」 6年

【佳作】

「てんびんに かたむきのない じんけんを」 5年

「あいさつは ミに力を わけている」 5年

「だいじょうぶ 君の居場所は ちやんとある」6年

今年度も残念ながら、三校交流会は中止となりま

した。しかし、次年度以降は、青少対が主催となり、

三校からの実行委員が主体となる実行委員会が

企画・運営。実施する形で継続することとなりまし

た。また、八王子市の方針による長房地区の小中

学校 (長房小。船口小。長房中)の 義務教育学校

開校が近い将来にあることを踏まえ、三校の教職

員の小中一貫教育、PTA・ 父母と先生の会等の組

織づくり、学校運営協議会を中′むとする地域との連

携、等を進めてまいります。今後もご理解とご協力

をお願いいたします。

少人数のよさを生かしたていねいな教育

田 長ルJlヽ だより
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ご来賓・地域の皆様

令和 4年 10月 28日

八王子市立長房小学校

校長   川村 和人

紅葉の候、皆様には益々ご健勝のことと存じます。 日頃は、本校の教育にご

理解とご協力を賜り、深く感謝申し上げます。

さて、本校では下記のとおり作品展を開催いたします。ご多用の折とは存じ

ますが、ご来校の上、子どもたちの教育活動の成果をぜひご覧いただけますよ

う、ご案内申し上げます。

1。 日時  11月 11日 (金)13:00～ 16:30(最終受付 16:20)

12日 (土) 8:45～ 16:30(最終受付 16:20)

※今年度の作品展で行われる造形遊びは、新型コロナウイルス感染症拡大防止

の対策により、保護者のみの参力日となりました。ご来賓・地域の皆様は、作品

展示をご鑑賞ください。

記

品展 の ご

2.会場  体育館・・・・・ 。・・・児童作品

北校舎昇降口 1階 。・・・父母と先生の会、地域の方々の作品

□ お願い

*ご来校の折には、体育館入回の受付にてご記入ください。

*お車での来校はご遠慮ください。

(お車で来校される場合は、必ず学校までご連絡ください。)ヽ


